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目指す姿 

• 生産現場担当者が追加作業をせずとも、自動的に各工程の進捗状況・情報が把握・管
理できる。 

• その結果として、顧客からの問い合わせ対応の効率的な実施や、顧客がいつでも注文の
進捗状況を見ることができるといったサービスを実現できる。 

• 更に自社内だけでなく、連携する企業の壁を越えて生産進捗情報を共有することで、関係
する工程の状況を踏まえた生産計画の効果的な見直しと対応ができる。 
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実証実験シナリオ（工程進捗確認） 
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作業着手 作業完了 

業務シナリオモデル 
（フィジカル側） 進捗問合せ 

機能モデル 
（サイバー側） 

エー・アイ・エス、西川精機製作所、 今野製作所の3社間で工程進捗情報を共有 
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実証実験プラットフォーム構成 

5 

*12345678* 

製造ロットNo 

作業指示書 

*%AB001* 

統合オーダーNo 

共同受注書 

搬送ロットID 

*$E02ACF72J* 

RFIDカード 

コード形式は 
CODE39 

ものづくりプラットフォーム 

各社事務所（RFID作業指示書の登録） 

生産現場（RFID作業指示書のセンシング） 

搬送ロットID 

*$E02ACF72J* 

RFIDカード 

ピッ！ 現場へ 

クラウド上にて各社の進捗状況を確認 
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動画等 
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実証実験の結果 
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【実証実験概要】 
 仮想的な3社の協働案件を生成し、実証実験を行った 
 生産現場では、管理対象とする工程を３、４工程に限定して 
必要な機器を配置して実証実験を行った 

 

【結果】 
 各社事務所におけるRFID作業指示書発行が実行可能であることを確認した 
 各社生産現場で作業の着手と完了をRFIDセンサーで取得可能であることを
確認した 

 クラウド環境を通して、各社の作業の着手・完了の情報を閲覧可能であること
を確認した 

 データ接続要件はおおむね満足できる結果を得た 
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成果と今後の課題 

8 

【成果】 
 生産現場にとって負荷の少ない作業着手・完了情報の取得の仕方として、 
本実証実験のRFIDを利用した方法が効果的な１つの方法であることを確認 
 

 
 
【今後の課題】 
 
   ■ 事務所における作業指示書の登録の工数が増えたので、 
      それをいかに効率よく行うか 
 
   ■  RFIDカードの枚数と登録タイミングの件 

 

   ■ RFIDカードにこだわらず現場や作業者への負荷がもっとも少なくなる方法 
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